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前田会長、池田副会長、須田委員、かしわや委員、
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委員、水谷委員、野島委員、清水委員

〇事務局１４人

益田上下水道部長、田中上下水道部次長兼下水道施設課

長、西島上下水道総務課長、長島水道施設課長、七里下

水道施設課主幹兼課長補佐、市之瀬上下水道総務課長補

佐兼会計庶務係長、中村水道施設課長補佐、平間下水道

施設課長補佐兼下水道管理係長、櫻澤上下水道総務課経

営係長、菅水道施設課水道工務係長、西川水道施設課

水道管理係長、池田下水道施設課下水道工務係長、

佐々木上下水道総務課経営係主査、牧野上下水道総務課

経営係主事

会 議 内 容

１ 議事

（１）令和５年度水道事業会計予算について

（報告事項）

（２）令和５年度下水道事業会計予算について

（報告事項）

（３）その他



会 議 資 料

・会議次第

・【資料１】令和５年度（２０２３年度）朝霞市水道事

業・下水道事業会計予算概要

・【資料２】本市の水道事業・下水道事業の現状

・【資料３－１】令和５年度水道事業工事予定一覧

・【資料３－２】令和５年度水道事業工事予定一覧

・【資料４－１】令和５年度水道事業工事予定個所図

（管）

・【資料４－２】令和５年度水道事業工事予定個所図

（舗装・浄水場）

・【資料５】令和５年度下水道事業工事予定箇所図

・席次表

会 議 録 の

作 成 方 針

■電磁的記録から文書に書き起こした全文記録

□電磁的記録から文書に書き起こした要点記録

□要点記録

□電磁的記録での保管（保存年限 年）

電磁的記録から文書に書き起こ

した場合の当該電磁的記録の保

存期間

■会議録の確認後消去

□会議録の確認後 か月

会議録の確認方法 委員全員による確認

そ の 他 の

必 要 事 項 傍聴者 ０人



審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等）

開会

（市之瀬上下水道総務課長補佐兼会計庶務係長）

それでは定刻となりましたので、令和５年度第１回朝霞市上下水道審議会

を開会させていただきます。

委員の皆様には、大変御多用のところ、御出席を賜りまして誠にありがと

うございます。

私は、本日の進行役を務めさせていただきます、上下水道総務課課長補佐

の市之瀬と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、まず会議の公開について会長にお諮りいただきたいと思いま

す。

（前田会長）

まず初めに皆様にお諮りします。

本日の会議は「市政の情報提供及び審議会等の会議の公開に関する指針」

により、原則公開とすることが定められております。本日の会議内容といた

しましては、個人情報等を取り扱うこともないため、会議は公開とし、会議

録作成のため、皆様の御発言を録音させていただいてよろしいでしょうか。

（各委員）

異議なし。

（前田会長）

事務局は傍聴者がいれば入室させてください。

（櫻澤上下水道総務課経営係長）

ただいま傍聴者はいらっしゃいません。

（前田会長）

会議の途中で傍聴者がお見えになりましたら入室させてください。

（市之瀬上下水道総務課長補佐兼会計庶務係長）

それでは、開会に先立ちまして、４月１日付けで事務局職員の人事異動が

ございましたので、御紹介させていただきます。

まず、下水道施設課課長補佐の平間です。

次に、水道施設課水道管理係長の西川です。

最後に、私、上下水道総務課課長補佐の市之瀬です。

どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、開会に当たり、益田上下水道部長からごあいさつを申し上げま

す。



（益田上下水道部長）

皆様、おはようございます。

本日は御多忙のところ、上下水道審議会に御出席をいただき、ありがとう

ございます。

新年度が始まり、初めての審議会でございますが、昨年度は皆様方のお力

添えもあり、無事に水道料金の値上げを実施することができました。

コロナ禍で物価が上昇する中での値上げということで、心苦しい部分もご

ざいましたが、将来に過度な負担を残さず、安全な水を安定的に継続して供

給していくためには、必要不可欠なことであったと考えております。

皆様方のお力添えに改めて感謝を申し上げる次第でございます。

本日は、特に諮問事項等は予定されておりませんが、年度初めの定例的な

御報告をさせていただきたいと考えております。

委員の皆様におかれましては、引き続き、本市の上下水道事業の進展にお

力添えを賜りますようお願いを申し上げまして、簡単ではございますが、ご

あいさつとさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。

（市之瀬上下水道総務課長補佐兼会計庶務係長）

それでは、本日の会議資料の確認をさせていただきます。

事前にお送りしております資料が、８点ございます。

１点目が、次第。２点目が、資料１令和５年度（２０２３年度）朝霞市水

道事業・下水道事業会計予算概要。３点目が、資料２本市の水道事業・下水

道事業の現状。４点目が、資料３－１令和５年度水道事業工事予定一覧。５

点目が、資料３－２令和５年度水道事業工事予定一覧。６点目が、資料４－

１令和５年度水道事業工事予定個所図（管）。７点目が、資料４－２令和５

年度水道事業工事予定個所図（舗装・浄水場）。８点目が、資料５令和５年度

下水道事業工事予定箇所図。

このほか、本日お配りしております資料が、２点ございます。

席次表と、封筒に入っています報酬・費用弁償についての通知でございま

す。

不足等ございませんでしょうか。

このほか、ペットボトル水の「朝霞の雫」もお配りしておりますので、御

自由にお飲みください。

本日、島﨑委員、小河原委員、齊藤委員から所用により欠席との御連絡を

いただいておりますが、出席者は、１５人中１２人の出席で、過半数を満た

しており、会議が成立することを御報告いたします。

なお、本日の議題につきましては、全て報告事項となりまして、諮問事項

はございません。

それでは、これより先の進行を会長にお願いいたします。

よろしくお願いいたします。



（前田会長）

それでは、次第に従い議事を進めます。

議題（１）令和５年度水道事業会計予算について、事務局から説明をお願

いします。

（西島上下水道総務課長）

それでは、議題（１）令和５年度水道事業会計予算につきまして説明させ

ていただきます。

資料につきましては、事前にお配りしています、資料１令和５年度朝霞市

水道事業・下水道事業会計予算概要となります。

こちらの資料の１枚目は、広報あさかの今月号において紙面に掲載し、市

民に公表したものでございます。

まず、水道事業会計につきまして、御説明させていただきます。

収益的収支につきましては、収入が２７億３，４１１万１，０００円、支

出が２３億６，９７９万円となり、差し引き収支額は３億６，４３２万

１，０００円となっています。

収入の内訳としましては、主なものとして、全体の８２パーセントを占め

る水道料金が２２億４，１３１万６，０００円、水道利用加入金２億

５，３００万円が全体の９．３パーセントを占めています。

支出の内訳としましては、主なものとして、施設の維持管理費が全体の

４２．６パーセントを占める１０億８６７万２，０００円、次いで、県水受

水費が全体の３２．１パーセントを占める７億６，０６５万４，０００円、

減価償却費及び資産減耗費５億６，０６３万６，０００円が、全体の

２３．７パーセントを占めている状況となっています。

今年度の施設維持管理費については、電気料金高騰に伴い、動力費が高騰

しておりまして、前年度に比べて約１億円多く計上しているところでござい

ます。

次に、右側の表の資本的収支につきましては、収入が１１億６７万

５，０００円、支出が２０億３，５７０万６，０００円となり、差引の不足

額は９億３，５０３万１，０００円となっています。

この不足額は、収益的収支の支出項目のうち、現金の支出の伴わない費用

である減価償却費によって留保された資金や、前年度の利益を積み立てた減

債積立金や建設改良積立金などで賄うこととしております。

収入の内訳としましては、企業債が１０億８，８００万円で全体の

９８．９パーセントとなっています。

一方、支出の内訳としましては、浄水場の更新、配水管の耐震化、老朽管

の更新等が、１４億７，５８１万４，０００円で全体の７２．５パーセント、

企業債償還が４億７，４３７万円で２３．３パーセントとなっております。

続いて、資料２の説明に移らせていただきます。

水道事業の現状ということで、業務量の動向でございます。



各年度の給水人口、給水戸数、総給水量、総有収水量、有収率の動向とな

っております。

なお、令和４年度につきましては、速報値と記載しているとおり、確定値

ではございませんので、お取り扱いには御留意くださるよう、お願い申し上

げます。

有収水量、有収率につきましては、欄外に記載しておりますが、浄水場か

ら配水される総給水量に対して、漏水であったり、工事などに伴って濁り水

が発生した際の管洗浄などの無収水以外の、料金徴収の対象となる水量と、

その割合であり、有収率は、統計を取り始めてから過去最高の数値となった、

令和３年度の９４．５パーセントとほぼ同じ９４．４パーセントと高い水準

が維持できており、漏水にかかる事前の調査や、老朽管などの更新が適切に

行われていることの裏付けにもなるものと考えられます。

それでは、令和５年度の水道事業の主な建設改良工事などについて、水道

施設課より御説明いたします。

（菅水道施設課水道工務係長）

水道施設課の菅と申します。よろしくお願いいたします。

恐れ入りますが、着座にて説明させていただきます。

令和５年度の工事予定について、御説明いたします。

まず、事前にお配りさせていただきました、資料３－１令和５年度水道事

業工事予定一覧を御覧ください。

赤で表示しておりますのが、水道施設耐震化事業で、県道朝霞・蕨線配水

本管布設替工事１件、延長約２４５メートルの工事を予定しております。ま

た、中道跨線橋添架管実施設計業務委託を予定しております。

次に、黄色で表示しております、水圧不足改善事業は、市道２３９９号線

配水管布設工事など３件で、延長約３６０メートルの工事を予定しておりま

す。

次に、緑色で表示しております、老朽管更新事業は、市道２０８７号線他

配水管布設替工事など１６件、延長約４，５２５メートルの工事を予定して

おり、各事業の配水管布設替総延長は、約５，１３０メートルとなります。

次に、資料３－２を御覧ください。

赤と黄色、緑で表示しておりますのが、令和４年度に実施した水道管布設

工事後の舗装復旧工事で、各事業合わせて１７件の工事を予定しておりま

す。

続きまして、青色で表示しておりますのが、浄水場関係の工事でございま

す。令和５年度は、泉水・岡浄水場の配水ポンプや電気設備などの更新工事

のほか、泉水浄水場内に新たに取水井のさく井工事など、工事を５件予定し

ております。

説明は以上でございます。



（前田会長）

事務局の説明が終わりました。ただいまの令和５年度水道事業会計予算に

ついて、御意見、御質問等がございましたらお願いします。

それでは、御意見がないということで次に進めさせていただきます。

次に議題（２）令和５年度下水道事業会計予算について、事務局から説明

をお願いします。

（西島上下水道総務課長）

それでは、下水道事業の予算の概要について御説明いたします。

資料につきましては、資料１、資料２の下段の部分が下水道事業になって

おります。

収益的収支につきましては、収入が２０億８，３２１万６，０００円、支

出も同額２０億８，３２１万６，０００円となり、差し引き収支額は０円で

ございます。

収入の内訳としましては、主なものとして、全体の４７．０パーセントを

占める下水道使用料が９億７，９０９万８，０００円、長期前受金戻入６億

８，０８８万９，０００円が、全体の３２．７パーセントを占めています。

そのほか、雨水処理負担金や補助金を収入として予算計上しております。

一方、支出の内訳としましては、主なものとして、減価償却費及び資産減

耗費８億６，９７５万８，０００円が全体の４１．８パーセント、荒川右岸

流域下水道維持管理負担金６億２，０００万円が全体の２９．８パーセント、

施設の維持管理費５億２，５５４万７，０００円が全体の２５．２パーセン

トを占めています。

次に、右下の表、資本的収支につきましては、収入が２０億１，４９１万

８，０００円、支出が２３億１，８６０万円となり、差し引き３億３６８万

２，０００円の不足となっています。

この不足額は、収益的収支の支出項目のうち、現金の支出の伴わない費用

である減価償却費によって留保された資金などで賄っています。

収入の内訳としましては、主なものとして、企業債８億１，６３０万円が

全体の４０．５パーセント、国庫補助金６億３，０６０万円が全体の

３１．３パーセント、一般会計からの負担金等５億６，８０１万８，０００

円が全体の２８．２パーセントとなっています。

支出の内訳としましては、雨水ポンプ場整備費として１２億８，５２８万

７，０００円が全体の５５．４パーセント、そのほかの汚水・雨水の管渠整

備費として６億９，１５９万円が全体の２９．８パーセント、荒川右岸流域

下水道事業費負担金１億９９３万３，０００円が全体の４．７パーセント、

そのほか企業債償還などで、２億３，１７９万円が全体の１０パーセントを

占めています。

続いて、資料２の業務量の説明に移らせていただきます。

下水道事業は下の表となります。各年度の汚水処理戸数、年間汚水処理量、

総有収水量、有収率の動向となっております。



なお、令和４年度につきましては、水道事業と同様、確定値ではございま

せんので、お取り扱いには御留意くださるよう、お願い申し上げます。

有収率につきましては、令和元年度以降、令和３年度まで毎年増加してい

る状況にあり、昨年度も同じ水準を維持することができました。

続きまして、令和５年度の下水道事業の主な建設改良工事などについてで

すが、こちらは下水道施設課より御説明いたします。

（池田下水道施設課下水道工務係長）

下水道施設課下水道工務係の池田でございます。よろしくお願いいたしま

す。

資料５を御覧ください。令和５年度下水道事業工事予定箇所図について御

説明いたします。

朝霞市の地図に令和５年度の工事予定箇所を、赤は汚水工事、青は雨水工

事で表記しております。

初めに、汚水工事では、下段真ん中の汚－１は、陸上自衛隊朝霞駐屯地の

汚水接続に伴い、市道７号線及び市道１２号線に汚水管を新たに布設するた

めに、令和３年度から令和５年度の３か年の継続事業で支線７号線他下水工

事を実施しており、令和５年度も引き続き工事を進めてまいります。

次に、下段右側の汚－２及び雨－４は、旧暫定逆線引き地区内の未整備路

線に、汚水管及び雨水管の工事を予定しており、経費縮減を図るため同時施

工を考えております。

次に、中段より上の汚－３、汚－４、汚－５、汚－６の修繕及び改築工事

につきましては、ストックマネジメント計画に基づき、老朽化した汚水管の

修繕改築工事として、市道６号線汚水管改築工事、市道４７２号線他汚水管

改築工事、大字浜崎地内汚水管修繕工事、県道和光志木線汚水管修繕工事を

予定しています。

次に、雨水工事では、中段左側の青の雨－１は、令和元年度に策定いたし

ました朝霞市雨水管理総合計画に基づき、整備計画に位置付けた溝沼地区の

浸水対策工事として、大字溝沼地内調整池築造工事を、令和３年度から令和

５年度の３か年の継続事業で実施しております。

引き続き調整池工事を進めるほか、雨－２、雨－３では、調整池と同じ場

所にポンプ場建設工事及び機械電気設備設置工事を、令和５年度から令和６

年度の２か年で予定しております。

以上が令和５年度に予定している工事となります。

これで説明を終わります。

（前田会長）

事務局の説明が終わりました。ただいまの令和５年度下水道事業会計予算

について御意見、御質問等がございましたら、お願いします。



（佐久間委員）

先ほど水道事業のところで水道管に関する報告があったんですけども、そ

こに関して質問してもよろしいでしょうか。

令和５年度の、水道管更新事業と水道管耐震化事業の詳細な工事予定が出

されました。年間の目標は５キロメートルというのを朝霞市で設定しました

よね。１年間に５キロメートルやるには６億円、１０年間で５０キロメート

ル、金額にして６０億円かかりそうだというような計画があったと思うんで

すけども、この５，１３０メートルをやるにあたって、おおよそ予算はどの

くらいかかりそうですか。

（菅水道施設課水道工務係長）

御質問ありました、令和５年度の管の布設替の工事費ですが、予算計上は、

耐震化、水圧不足、老朽管、管の入れ替え工事で５億５，５０４万

９，０００円になります。

（佐久間委員）

２１件出ているんですけども、１件当たりの工事費は捉えていますか。全

部答えていただかなくていいですけども、捉えているかいないか教えてくだ

さい。

（菅水道施設課水道工務係長）

１件ずつ積算して、合計が先ほどの金額になっています。

工事箇所は表面上測量していますので、実施設計を今やっているところな

んですけども、それから予算内に収まるのかオーバーするのかというところ

で、現地の測量をして、設計をして入札をかけるという形になります。

１件当たり大体２，７５０万円前後になると思いますが、場所によって延

長や口径が違いますので金額が前後します。

（野島委員）

下水道の件で何点かございます。

まず１点、大幅な補正予算組まれて議決しました溝沼の調整池の現況、工

事の状況について教えてください。

（池田下水道施設課下水道工務係長）

溝沼調整池築造工事の進捗率になりますが、５月末で約５０パーセントを

予定しております。

（野島委員）

一度予算の組み直し等もございますので、これ以上そういったことがない

ように、是非管理していただきたいなと思っております。

今後、夏に備えて、少しでも間に合う形がとれればなと思っております。



先ほど資料５に関しまして、令和５年度の下水道事業工事予定箇所の御報

告をいただきまして、令和５年度にポンプ設置等、内間木地区の計画等がな

いようなんですけども、その辺の計画がもしあれば教えていただきたいと思

います。

（田中上下水道部次長兼下水道施設課長）

下水道事業におきましては、今、内間木地区についての計画はない状況で

ございます。

ただ、役所全体で、どういったことができるかというのは検討をしてござ

います。

（野島委員）

分かりました。引き続きよろしくお願いいたします。

最後に１点、下水道事業の予算について御説明ありがとうございました。

昨年度、上水道の方に関しまして、料金改定含めた上で、取り組みがなされ

ている部分があるかと思うのですが、下水道事業に関して抜本的なものを作

り上げなければいけないのかなと考えています。

料金の改定も含めて、恐らく年度変わりで、上下水道という形で審議会も

名称を変更していますので、この辺の捉え方がどういうふうな形になるの

か、計画があるかどうか教えてください。

（西島上下水道総務課長）

下水道供用開始が昭和５７年なんですが、それ以降一度も料金については

見直しを図っていないということで、埼玉県でもかなり安い水準で下水道使

用料が推移しているところでございます。

その中で汚水処理については、かかった費用が頂いている下水道使用料で

賄えていない状況だというところで、令和２年度に企業会計を導入して、３

か年企業会計で運用してみて、いろいろ見えてきているものもございます。

その辺りを洗い出して、これまでの決算を踏まえて、下水道事業経営戦略を

今年度中に策定したいという方向で、その中で中長期的な投資に対する、ど

のくらい使用料を頂かなければならないか、そういったところについて、し

っかり検討してまいりたいと考えております。ですので、今年度、計画を作

りたいなと考えております。

（野島委員）

私は長年、上水道の方の審議会に携わらせていただきまして、下水道の審

議会では別の委員さんがされてまして、下水道に関しては、なかなか伺う機

会がなかったんですけども、今回、上下水道が一緒になりまして、前任の部

長が上水道の料金改定、年月かかりながら形になったと。これからは、下水

道に関しても抜本的にメスを入れていかなければいけない部分なのかなと

思います。



上水道で料金改定が正直、後手後手だったと、もう少し早い段階で、段階

を追って料金を改定をしていくべきだったと、私は正直思っていますが、大

幅な値上げをするよりも、段階を追って計画を立てて、市民の皆さんに御理

解をいただきながら料金改定をしていくということは、絶対的に必要な要件

だと思ってますし、下水道に関しても西島さんがおっしゃっていたとおり、

行政レベルとしても遅れている部分があると思いますので、これは是非審議

会でも御報告いただけるように力を発揮していただきたいなと思っていま

す。以上でございます。

（須田委員）

野島委員の意見の関連になるんですが、溝沼のポンプ場建屋工事に入ると

思うんですけども、これは今年度、建屋は完成するんですか。

（池田下水道施設課下水道工務係長）

建屋の工事は、今年度と来年度の２か年を予定しております。

（須田委員）

分かりました。

（前田委員）

ほかに、御意見、御質問がないようですので、議題（２）は終了させてい

ただきます。

次に議題（３）その他になりますが、委員の皆様から何か御意見などござ

いますか。

（野島委員）

２点ございます。

まず１点、前回御報告ございました膝折浄水場の解体の計画があったと思

いますが、進捗状況を教えてください。

（西川水道施設課水道管理係長）

膝折浄水場の撤去工事についての御報告なんですが、令和４年度解体工事

は終了しております。

（野島委員）

令和４年度ですから、今年の３月末で全て解体が終わって、今は更地の状

態ということですか。

（西川水道施設課水道管理係長）

はい。



（野島委員）

かしこまりました。ありがとうございます。

引き続きまして、この上下水道審議会の委員の任期に関してなんですけど

も、今回令和５年度で第１回という形で、前回が令和４年の１０月５日頃開

催していると思うんですけども、任期について改めて教えていただきたいな

と思います。

（西島上下水道総務課長）

令和３年６月１日に、この上下水道審議会につきましては、委嘱式を行う

と同時に第１回の審議会を開催して、市長から諮問させていただいたところ

でございます。

その中で辞令として、２年間を任期とするということですので、日付で言

いますと、明日の令和５年５月３１日が任期の一区切りとなります。

（野島委員）

そうなると、今回の審議会が最後ということでよろしいですか。

（西島上下水道総務課長）

さようでございます。

（野島委員）

かしこまりました。

（前田会長）

そのほかによろしいですか。

それでは、事務局から何かありますか。

（西川水道施設課水道管理係長）

水道施設課の西川と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

令和５年度の報告事項につきまして、恐れ入りますが着座にて説明させて

いただきます。

令和５年２月１５日に、岡浄水場内に導水している第５号取水井で、砂の

流出が発生したため、取水を停止しております。

２月２７日に井内を水中カメラで確認したところ、水の取り入れ口が破損

していることが判明いたしましたので、二重ケーシングという工法により修

繕を実施しており、６月中旬頃に仮設ポンプでの取水を予定しております。

また、不足分については県水を増量して対応しております。

報告事項は以上でございます。

（前田会長）

そのほかに、事務局からはないようですので、以上で本日の議題を終了い



たします。

５月３１日までの任期ということで、この２年間、先ほど西島課長からあ

りましたように、市長から水道料金の改定の諮問がございました。そして、

委員の方々のそれぞれの立場から、御意見を頂きまして、審議会の総意とし

て、市長に令和３年の１２月に、答申書を私の方から提出させていただき、

昨年の３月議会において、その料金改定が可決承認されたということでござ

います。

ただ、先ほど部長の話にもありましたように、公共料金の値上げ、電気代

が上がるとか、様々な値上げが伴っております。

そういう中で水道料金が値上がりしたということで、この値上がりが市民

にとって本当に良かったと、例えば耐震化事業など、いろいろな部分でその

値上げした分が良いように使われているという状況で市民に理解していた

だいて、そして、なおかつ安全安心な水を供給できるように、そして、下水

道の方も災害があったときに対処できるように、値上げ分をしっかりと職員

の方も理解していただいて、健全な経営に取り組んでいただければ有り難い

と思っておりますので、引き続きよろしくお願いいたします。

それでは、これにて、議長の座を降ろさせていただきます。

皆様、本当に２年間、御苦労様でした。ありがとうございました。

（市之瀬上下水道総務課長補佐兼会計庶務係長）

以上をもちまして、令和５年度第１回朝霞市上下水道審議会を終了いたし

ます。本日はありがとうございました。


